
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての児童生徒に対して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（群馬県教育委員会 HP より引用） 

 

 

 

 

 

 

温かい     づくり研究班だより 

伊勢崎市教育研究所 

第１号 令和５年６月１６日 

【研究主題】 

自己指導能力を身に付けた児童生徒の育成 
～個を活かすための主体的な集団活動の実践を通して～ 

主な研究内容 

 自己指導能力を身に付ける（高める）ために、授業、学級活動、学校行事の全ての教育

活動において、「自己決定の機会」      と  「自己存在感を感受することのできる機会」を意図 

的に設定し、効果的な取組の在り方について研究を進め実践を行う。 

自己決定の機会として 

・課題を見つけ、話し合い、合意形成して、決定し

たことを実践し、振り返る、学級活動の在り方 

・児童生徒の自己決定の場が多く提供され、 

児童生徒が主役となる授業の在り方 

自己存在感を感受することのできる機会として 

・異年齢の児童生徒が協力して活動できる 

縦割り班活動や学校行事の工夫 

・一人一人が役割分担を担う常時活動   や一人一人

の活躍の機会が保証された特別活動の工夫 

・児童生徒の活躍の場となるよう、協働的な学習を

効果的に取り入れた授業の工夫 

自己指導能力の獲得 
 


